
□　環境関連の取り組み項目と目標（2014～2016年度）

目標

管理指標 2014年 2015年 2016年

スマートコミュニティの推進

最適 ネジメント技術やＩＣＴ技術の開発 導入 スマ ト ミ ニティの

取り組み項目

最適マネジメント技術やＩＣＴ技術の開発・導入
等によりスマートコミュニティの実現を目指す。

要素技術開発・活用、社内外連携等 －
スマートコミュニティの

プロジェクト展開

技術開発 － ZEBの技術的確立

環境配慮設計の推進 CASBEE評価Sランクプロジェクト等の件数　（*１）

省エネルギ 設計等による
運用時エネルギー消費量の削減率

スマートコミュニティの推進

ネット・ゼロエネルギービルの推進

省エネルギー設計、再生可能エネルギー利用の
取り組みや要素技術の開発によってネット・ゼロ
エネルギービル（ZEB）の実現を目指す。

ZEBの要素技術開発

件数の拡大

△60％以上省エネルギー設計等による
建物運用時エネルギー消費量の削減

（ベストプラクティス；2000年一般建物比）
(標準建物：2000年一般建物比)

技術開発等による木造建築の推進 -
中層耐火木造建築の

技術的確立

建設副産物の発生抑制および
再資源化促進

最終処分率（重量比） 4.0 ％以下 3.5 ％以下 3.0 ％以下

施工時に排出されるＣＯ2排出量の
削減

ＣＯ2排出量原単位（施工高あたり） 10.3 ｔ-CO2/億円以下 10.1 ｔ-CO2/億円以下 9.9 ｔ-CO2/億円以下

環境負荷の低減

地域・地球環境への負荷低減に積極的に
取り組み、持続可能な事業の基盤を強化する。

２時間耐火部材の整備

△60％以上
△19％以上

グリーン調達
重点グリーン調達品目（当社基準）
９品目採用プロジェクト件数比　（*２）
（設計段階・施工段階）

85 ％以上 85 ％以上 85 ％以上

自社オフィスにおける、紙購入量の
削減、古紙リサイクルの推進

紙購入量、古紙リサイクル率

節電対策や運用改善などによる
エネルギー使用量の削減

オフィスにおけるエネルギー使用量

前年と比べ、維持・改善

前年より改善



□　2014年度の目標と実績

管理指標 目標 実績 判定

スマートコミュニティの推進

最適マネジメント技術やＩＣＴ技術の開発・導入
等によりスマートコミュニティの実現を目指す。

要素技術開発・活用、社内外連携等 － スマートコミュニティの推進

・スマートコミュニティ推進室の設置
・大阪ビジネスパークにおけるサステナブ
ル・スマート・コミュニティの取組み（電気
自動車等バッテリーからの給電システム、
オフィスワーカーを分散型コミュニティス
ペースに誘導する「ソトコミ® 」の実証試験
実施等）

○

技術開発 － ZEBの要素技術開発
未利用エネルギー活用技術の構築等
「近未来ビル対応型建築ファサード・潜顕
熱分離空調システムの開発」

○

環境配慮設計の推進
CASBEE評価Sランクプロジェクト等の件数　（*
１）

件数の拡大
CASBEE　S・Aランクプロジェクト　73件
S・Aランクプロジェクトの比率 78.5％
（比率で前年より 9.5ポイント増加）

○

省エネルギー設計等による
建物運用時エネルギー消費量の削減

運用時エネルギー消費量の削減率
（ベストプラクティス；2000年一般建物比）
(標準建物：2000年一般建物比)

ベストプラクティスで△60％以上
（標準建物で2016年までに△19％以上）

ベストプラクティスで削減率47.1％
標準建物で削減率19.8％以上（※） △

技術開発等による木造建築の推進 - ２時間耐火部材の整備（2014～2015年）
耐火集成木材「燃エンウッド® 」の

改善研究 ○

建設副産物の発生抑制および
再資源化促進

最終処分率（重量比） 4.0 ％以下 3.2 ％ ○

施工時に排出されるＣＯ2排出量の
削減

ＣＯ2排出量原単位（施工高あたり） 10.3 ｔ-CO2/億円以下 10.8 ｔ-CO2/億円 △

グリーン調達
重点グリーン調達品目（当社基準）
９品目採用プロジェクト件数比　（*２）
（設計段階・施工段階）

85 ％以上
設計段階 85.7％以上、
施工段階 86.4以上（※） ○

自社オフィスにおける、紙購入量の
削減、古紙リサイクルの推進

紙購入量、古紙リサイクル率 前年と比べ、維持・改善
紙購入量：前年比7.0％以上削減（※）

古紙リサイクル率：前年より3ポイント以上
向上（※）

○

節電対策や運用改善などによる
エネルギー使用量の削減

オフィスにおけるエネルギー使用量 前年より改善 前年比2.9％以上削減（※） ○

*１　CASBEE：　建築環境総合性能評価システム。評価指標によるランクは、「S（素晴らしい）」、「A（たいへん良い）」、「B+（良い）」、「B-（やや劣る）」、「C（劣る）」の５段階。 （実績の　※の項目は、本支店ごとに管理。）

*２　対象は、当社設計施工の、2,000 m2以上の新築・増改築工事および10億円以上の改修工事。

取組み項目

ネット・ゼロエネルギービルの推進

省エネルギー設計、再生可能エネルギー利用の
取り組みや要素技術の開発によってネット・ゼロ
エネルギービル（ZEB）の実現を目指す。

環境負荷の低減

地域・地球環境への負荷低減に積極的に
取り組み、持続可能な事業の基盤を強化する。



□ マテリアルフロー

国内の事業活動に由来する資源消費量や環境負荷の現状を可能な限り定量的に把握しました。

2014年の投入、排出、再生量

投　入 発　生 再　生

【建設活動】 解　体
生コンクリート　・ 1,709 千m3 建設副産物　・・・ 876 千ｔ コンクリート　・・・ 618 千ｔ

鉄骨・鉄筋　・・・・ 456 千ｔ 建設汚泥　・・・・・ 370 千ｔ アスファルト・

電力　・・・・・・・・・ 24 GWh 建　設 CO２　・・・・・・・・・ 96 千ｔ コンクリート　・・・ 43 千ｔ

軽油　・・・・・・・・・ 32 千m
3 延べ床面積  （ 内、輸送時 13 千ｔ ） 木くず　・・・・・・・・ 34 千ｔ

3,169 千m2

【オフィス活動】
コピー用紙　・・・・ 64 百万枚 紙ごみ　・・・・・・・ 308 ｔ 古紙　・・・・・・・・・ 305 ｔ

電力　・・・・・・・・・ 19 GWh 排水　・・・・・・・・・ 152 m
3

ガス　・・・・・・・・・ 149 千m
3 CO２　 ・・・・・・・・・ 11 千ｔ

給水　・・・・・・・・・ 152 千m
3  

249  232 

500  494 
456 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

2010 2011 2012 2013 2014

鋼材・鉄筋投入量
（千ｔ）

（年）

1482
1380

1427 1435

1709

0

500

1000

1500

2000

2010 2011 2012 2013 2014

生コンクリート投入量

（千m3）

（年）

538 
601 

755  724 

618 

0 

200 

400 

600 

800 

1000 

2010 2011 2012 2013 2014

コンクリート再生量
（千ｔ）

（年）

10.9 
10.0  10.4  10.3  10.8 

0

2

4

6

8

10

12

14

2010 2011 2012 2013 2014

CO2排出量（完成工事高当り）

（年）

（ｔ‐CO2/億円）

741
810

1010 991

876

0

200

400

600

800

1000

1200

2010 2011 2012 2013 2014

建設副産物発生量

（年）

（千ｔ）


	★計画・実績の開示（
	4data01.pdf
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	8kankyo_2014-16.pdf
	取組項目一覧表（社内）2014-01-08



